大祓詞（大正三年より前の旧版）

（現行版との相違点は二か所ある。
一.「荒振 (あらぶる)神 (かみ)等 (たち)」を「あらぶるかみども」と読む。
二.「天 (あま)津 (つ)罪 (つみ)」八種　「国 (くに)津 (つ)罪 (つみ)」十三種　を具体的に列挙して唱える）
高天原 (たかまのはら)に神 (かむ)留 (づま)まり坐 (ま)す　皇親 (すめらがむつ)神漏岐 (かむろぎ)神漏 (かむろ)美 (み)の命 (みこと)以 (もち)て　八百万 (やおよろずの)神 (かみ)等 (たち)を神集 (かむつど)へにへ給 (たま)ひ　りに議 (はか)りひて　我 (あが)皇 (すめ)御孫 (みまの)命 (みこと)は　豊 (とよ)葦原 (あしはらの)瑞穂 (みずほの)国 (くに)を　安国 (やすくに)と平 (たいら)けく食 (め)せと　事依 (ことよ)さし奉 (まつ)りき　此 (か)くさし奉 (まつ)りし国内 (くぬち)に　荒振 (あらぶる)神 (かみ)等 (ども)をば　神 (かむ)問 (と)はしに問 (と)はしひ　神 (かむ)掃 (はら)へにへ給 (たま)ひて　言 (こと)問 (と)ひし磐 (いは)根木 (ねき)根 (ね)立 (たち)草 (くさ)の垣 (かき)葉 (は)をも語 (こと)止 (や)めて　天 (あめ)の磐 (いは)座 (くら)放 (はな)ち　天 (あめ)の八重 (やへ)雲 (ぐも)を　伊頭 (いづ)の千 (ち)別 (わき)に千 (ち)別 (わき)て　天 (あま)降 (くだ)しさしりき　此 (か)くさし奉 (まつ)りし四方 (よも)の国中 (くになか)と　大倭 (おほやまと)日 (ひ)高見 (だかみ)の国 (くに)を安国 (やすくに)と定 (さだ)め奉 (まつ)りて　下津 (したつ)磐 (いは)根 (ね)に宮 (みや)柱 (ばしら)太敷 (ふとし)き立 (た)て　高天原 (たかまのはら)に千 (ち)木 (ぎ)高 (たか)知 (し)りて　皇 (すめ)御孫 (みまの)命 (みこと)の瑞 (みづ)の御殿 (みあらか)仕 (つか)へ奉 (まつ)りて　天 (あめ)の御蔭 (みかげ)日 (ひ)の御蔭 (みかげ)とりして　安国 (やすくに)と平 (たいら)けく食 (め)さむ　国内 (くぬち)に成 (な)り出 (いで)むの益人 (ますひと)等 (ら)が　過 (あやま)ち犯 (おか)しけむの罪事 (つみごと)は天 (あま)津 (つ)罪 (つみ)と畔 (あ)放 (はな)ち　溝埋 (みぞうめ)　樋 (ひ)放 (はな)ち　頻蒔 (しきまき)　串 (くし)刺 (さし)　生剥 (いきはぎ)　逆剥 (さかはぎ)　屎 (くそ)戸 (へ)許許 (ここ)太 (だ)久 (く)の罪 (つみ)を天 (あま)津 (つ)罪 (つみ)と法 (のり)別 (わけ)て　國 (くに)津 (つ)罪 (つみ)とは生膚斷 (いきはだだち)　死膚斷 (しにはだだち)　白人 (しらひと)　胡 (こ)久美 (くみ)　己 (おの)が母 (はは)犯 (おか)せる罪 (つみ)　己 (おの)が子 (こ)犯 (おか)せる罪 (つみ)　母 (はは)と子 (こ)と犯 (おか)せる罪 (つみ)　子 (こ)と母 (はは)と犯 (おか)せる罪 (つみ)　畜 (けもの)犯 (おか)せる罪 (つみ)　昆虫 (はうむし)のひ　高 (たか)津 (つ)神 (かみ)のひ　高 (たか)津 (つ)鳥 (とり)のひ　畜 (けもの)仆 (たお)し蠱 (まじ)物 (もの)為 (せ)る罪 (つみ)　許許 (ここ)太 (だ)久 (く)の罪 (つみ)出 (いで)む　此 (か)くば津 (つ)宮 (みや)事 (ごと)以 (も)ちて　天 (あま)津 (つ)金木 (かなぎ)を本打 (もとう)ち切 (き)り末 (すえ)打 (う)ちちて　千 (ち)座 (くら)の置 (おき)座 (くら)に置 (おき)足 (たら)はして　天 (あま)津 (つ)菅 (すが)麻 (そ)を本 (もと)刈 (か)り断 (た)ち末 (すえ)刈 (か)り切 (き)りて　八針 (やはり)に取 (とり)裂 (さ)きて　天 (あま)津 (つ)祝詞 (のりと)の太 (ふと)祝詞 (のりと)事 (ごと)をれ
く宣 (の)らば　天 (あま)津 (つ)神 (かみ)は天 (あめ)の磐 (いは)戸 (と)を押 (おし)披 (ひら)きて　天 (あめ)の八重 (やへ)雲 (ぐも)を伊頭 (いづ)の千 (ち)別 (わき)に千 (ち)別 (わき)て聞 (きこし)食 (め)さむ　国 (くに)津 (つ)神 (かみ)は高 (たか)山 (やま)の末 (すえ)低 (ひき)山 (やま)の末 (すえ)に登 (のぼ)り坐 (まし)て　高 (たか)山 (やま)の伊褒 (いほ)理 (り)低 (ひき)山 (やま)の伊褒 (いほ)理 (り)を掻 (か)き別 (わ)けて聞 (きこし)食 (め)さむ　此 (か)く聞 (きこし)食 (め)してば罪 (つみ)と言 (い)ふ罪 (つみ)は有 (あ)らじと　科 (しな)戸 (ど)の風 (かぜ)の天 (あめ)の八重 (やえ)雲 (ぐも)を吹 (ふ)き放 (はな)つ事 (こと)の如 (ごと)く　朝 (あした)の御 (み)霧 (ぎり)夕 (ゆうべ)の御 (み)霧 (ぎり)を朝風 (あさかぜ)夕風 (ゆうかぜ)の吹 (ふ)き掃 (はら)ふ事 (こと)の如 (ごと)く　大 (おお)津 (つ)辺 (べ)に居 (お)る大船 (おおふね)を舳 (へ)解 (と)き放 (はな)ち艪 (とも)解 (と)き放 (はな)ちて大海原 (おおわだのはら)に押 (おし)し放 (はな)つ事 (ごと)の如 (ごと)く　彼方 (おちかた)の繁 (しげ)木 (き)が本 (もと)を
焼 (やき)鎌 (がま)の鎌 (がま)以 (も)ちてちふの如 (ごと)く　遺 (のこ)る罪 (つみ)は在 (あ)らじと祓 (はら)へひめ給 (たま)ふを　高 (たか)山 (やま)の末 (すえ)低 (ひき)山 (やま)の末 (すえ)より佐久那 (さくな)太 (だ)理 (り)に落 (お)ち多岐 (たぎ)つ　早川 (はやかわ)の瀬 (せ)に坐 (ま)す瀬 (せ)織 (おり)津 (つ)比売 (ひめ)と言 (い)ふ　大海原 (おおわだのはら)に持 (もち)出 (い)でなむ　此 (か)く出 (い)でなば　荒 (あら)の潮 (しお)の道 (じ)の八潮 (やしお)道 (じ)の潮 (しお)の八百曾 (やおあい)に坐 (ま)す速 (はや)開 (あき)都 (つ)比 (ひ)売 (め)と言 (い)ふ　持 (も)ち加加呑 (かかの)みてむ　此 (か)くみてば　息吹 (いぶき)戸 (ど)に坐 (ま)す息吹 (いぶき)戸 (ど)主 (ぬし)と言 (い)ふ　根 (ねの)国 (くに)底 (そこの)国 (くに)に息吹 (いぶき)放 (はな)ちてむ　此 (か)く放 (はな)ちてば　根 (ねの)国 (くに)底 (そこの)国 (くに)に坐 (ま)す速 (はや)佐 (さ)須 (す)良 (ら)比 (ひ)売 (め)と言 (い)ふ　持 (も)ち佐 (さ)須 (す)良 (ら)比 (い)失 (うしな)ひてむ　此 (か)くひてば　罪 (つみ)と言 (い)ふは在 (あ)らじと　祓 (はら)へ給 (たま)ひめ給 (たま)ふを　※天 (あま)津 (つ)神 (かみ)国 (くに)津 (つ)神 (かみ)八百万 (やおよろず)の神 (かみ)等 (たち)共 (とも)に聞 (きこし)食 (め)せとみみもす

※天津神国津神八百万の神等共に聞食せと白す
宮地神仙道では、この末行を「天津神国津神祓戸の神等共に聞食せと白す」と読み替えて奏上している。



